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「良
よ

い行
おこな

いをしてもらいたい……。」（2 コリント13：7）

 「弟
お と う と

を見
み

ていてもらいたいんだけど」とお母
かあ

さんが言
い

い
ました。「お父

とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に，病
びょう

気
き

の人
ひと

を助
たす

けに
行
い

ってくるわ。」
小
ちい

さなわが家
や

のゆかをほうきではいていたわたしは，顔
かお

を上
あ

げてうなずきました。お母
かあ

さんは扶
ふ

助
じょ

協
きょう

会
かい

の会
かい

長
ちょう

で，
ワードの姉

し

妹
まい

たちをよく訪
ほう

問
もん

しに行
い

っていました。
「ありがとう，アリン」とお母

かあ

さんは言
い

って，わたしの頭
あたま

の
てっぺんに口

くち

づけをしました。「ジョンはねているわ。キッ
チンの台

だい

の上
うえ

で，パンの種
たね

がふくらんでいるところなの。さ
わらないでね。」

お母
かあ

さんとお父
とう

さんがバンでほこりっぽい道
みち

を走
はし

ってい
くのを，わたしは戸

と

口
ぐち

から見
み

送
おく

りました。お母
かあ

さんが信
しん

頼
らい

してくれたことをほこりに思
おも

いました。
台
だい

所
どころ

をほうきではく手
て

を止
と

めて，パンの種
たね

に目
め

をやりまし
た。今

こん

晩
ばん

お母
かあ

さんが焼
や

いてくれるのを待
ま

ちきれません。わた
したちはたいてい，出

で

来
き

立
た

てのパンに自
じ

家
か

製
せい

のジャムをつけ
て食

た

べていましたが，3 か月
げつ

前
まえ

にジャムが切
き

れてしまいました。
ジャムがあったらなあ！ 考

かんが

えていると，あまいものがほし
くなりました。たなの高

たか

い場
ば

所
しょ

に目
め

をやると，さとうの入
はい

っ
たびんがありました。お母

かあ

さんがジャムをもっと作
つく

るために
取
と

ってあるさとうです。
でも，さとうのことを考

かんが

えれば考
かんが

えるほど，おなかがす
きました。とうとう，キッチンの台

だい

の所
ところ

に椅
い

子
す

を引
ひ

っぱっ
て来

き

て，たなの上
うえ

に手
て

をのばしました。指
ゆび

の先
さき

がさとうの
びんにわずかにふれました。たなのはしまでびんを引

ひ

きよ
せると……

びんがたなから真
ま

っさかさまにすべり落
お

ちてしまいまし
た。わたしはびんを手

て

で受
う

けようとしましたが，ビンはド
サッという大

おお

きな音
おと

をたててパンの種
たね

の真
ま

ん中
なか

に落
お

ちまし
た。さとうがパンやキッチンの台

だい

やゆかに散
ち

らばりました。
「あーあ！」とわたしはさけびました。その声

こえ

で，赤
あか

んぼう
の弟

おとうと

が目
め

を覚
さ

まし，泣
な

き始
はじ

めました。 わたしも泣
な

きたい気
き

持
も

ちでした。ひどいことになってしまって，お母
かあ

さんは何
なん

と
言
い

うでしょうか。
弟
おとうと

をなだめると，わたしは一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

にさとうをそうじしよ
うとしました。びんを種

たね

から引
ひ

きぬき，あらいました。キッ
チンの台

だい

とゆかにこぼれたさとうをふきました。でも，種
たね

か
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ジェーン・マクブライド
ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました

あまくて 
すてきな 
正

し ょ う

直
じ き
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らさとうを取
と

りのぞくことはどうしてもできませんでした。
びんをたなにもどそうかとも思

おも

いました。お母
かあ

さんは，び
んが空

から

になっていることに気
き

づかないかもしれません。で
も，それは正

ただ

しいことではないと分
わ

かっていました。そこ
で，びんをテーブルの上

うえ

に置
お

き，お母
かあ

さんとお父
とう

さんの帰
かえ

り
を待

ま

ちました。
二
ふた

人
り

がもどって来
く

ると，お母
かあ

さんはすぐにさとうのびんに
気
き

づきました。
わたしは深

ふか

く息
いき

をすいこみました。「少
すこ

しだけさとうの
味
あじ

見
み

をしようと思
おも

ったんだけど，たなからびんを落
お

としてし
まったの。きれいにしようとしたけど，さとうをパンの種

たね

か
ら取

と

りのぞけなかったの。」ゆかをじっと見
み

ながら，言
こと

葉
ば

が
次
つぎ

から次
つぎ

へとあふれてきました。
お母

かあ

さんは少
すこ

しの間
あいだ

だまっていました。
「ごめんなさい」とわたしは小

ちい

さな声
こえ

で言
い

いました。
お母

かあ

さんはため息
いき

をつきました。「きっと，今
こん

晩
ばん

のパンは
いつもよりあまくなるわね」と言

い

いました。わたしが顔
かお

を上
あ

げると，お母
かあ

さんは少
すこ

し笑
わら

って「何
なに

があったかを教
おし

えてくれ
てありがとう」と言

い

いました。
そのばん，あまいパンを食

た

べながら，お母
かあ

さんとお父
とう

さん
は正

しょう

直
じき

について話
はな

してくれました。
「だれもが生

せい

活
かつ

の中
なか

でたくさんの間
ま

違
ちが

いをおかすんだ」と
お父

とう

さんは言
い

いました。「でも，正
しょう

直
じき

であって，くい改
あらた

めよ
うとするときに，天

てん

のお父
とう

様
さま

とイエス様
さま

は喜
よろこ

んでくださるん
だよ。わたしたちは，正

しょう

直
じき

でいたらいつも祝
しゅく

福
ふく

を受
う

けられ
る。最

さい

初
しょ

は正
しょう

直
じき

になることがむずかしそうに見
み

えてもね。」
さとうをこぼしてしまったことを，まだ悲

かな

しく思
おも

っていまし
た。自

じ

分
ぶん

の失
しっ

敗
ぱい

のせいで，今
こ

年
とし

，家
か

族
ぞく

はいつもほどジャムを
食
た

べられないかもしれません。でも，ほんとうのことを言
い

っ
てよかったと思

おも

いました。どれほどさとうを食
た

べても感
かん

じ
られないような，あまくてすてきな気

き

持
も

ちがしました。●
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

コロラド州
しゅう

に住
す

んでいます。
イ
ラ
ス
ト
／
サ
ラ
・
グ
レ
ー
メ
ル
ス
パ
チ
ャ
ー

「神
かみ

のいましめを守
まも

ることによって祝
しゅく

福
ふく

がもたらされます。
いつもそうです。神

かみ

のいましめをやぶることによって祝
しゅく

福
ふく

は失
うしな

われます。いつもです。」
ラッセル・M・ネルソン大

だい

管
かん

長
ちょう

 
「信
しん

仰
こう

を表
あらわ

す」『リアホナ』2014 年
ねん

5 月
がつ

号
ごう

，30
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